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１ 本運営方針の趣旨 

（１）本運営方針は、「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的な

ガイドライン（スポーツ庁・文化庁／令和４年１２月）」、「山口県 学校部活動の在り

方に関する方針（山口県教育委員会／令和５年２月）」を遵守することを原則としたう

えで、防府市の中学校が、各校の特色や地域性、実態に応じた部活動を運営すること

を目的として、上記の内容の一部を具体的に示したものである。 

（２）本運営方針は、生徒にとって望ましい部活動の実施環境を構築するという観点に立

ち、学校部活動が以下の点を重視して、地域、学校、分野、活動目的等に応じた、多

様な形で最適に実施されることをめざす。 

 

【運動部活動】 

知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことをめざし、生徒がスポーツを

楽しむことで運動習慣の確立等を図り、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊か

なスポーツライフを実現するための資質・能力の育成を図るとともに、バランスのとれ

た心身の成長と学校生活を送ることができるようにすること。 

【文化部活動】 

知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むことをめざし、生涯にわたって学

び、芸術文化等の活動に親しみ、多様な表現や鑑賞の活動を通して、豊かな心や創造性

の涵養をめざした教育の充実に努めるとともに、バランスの取れた心身の成長と学校生

活を送ることができるようにすること。 

【共通】 

生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程との関連

を図り、合理的でかつ効率的・効果的に取り組むこと。 

学校全体として学校部活動の指導・運営に係る体制を構築すること。 

 

（３）生徒の心身の健康管理（スポーツ障害・外傷の予防やバランスのとれた学校生活へ 

の配慮等を含む）、事故防止及び体罰・ハラスメントの根絶を徹底する。 

（４）本運営方針は、教員の「働き方改革」や「持続可能な運営体制の確立」の観点から、

各校において外部人材の活用を意識した運営や教員の勤務負担軽減をめざす。また、

学校部活動が地域部活動に移行されるまでの期間とする。 
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２ 指導・運営に係る体制の構築 

（１）防府市教育委員会は、部活動指導員を配置する体制を整えることで各校の活動を支 

援する。 

（２）防府市教育委員会は、顧問の指導力向上のための研修の機会を設ける。 

（３）校長は、生徒数や教職員数、地域の実情等を踏まえ、適正な数の部を設置する。 

（４）校長は、円滑に部活動運営ができるよう顧問を配置する。 

 

３ 適切な休養日等の設定 

（１）学期中の週当たりの休養日の設定について 

  ① 活動日が６日連続とならないように休養日を設定する。 

  ② 平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日は少なくとも１日以上を休養日とする。 

  ③ 大会参加等により、やむを得ず土曜日及び日曜日の両日とも活動した場合は、 

休養日を他の日に振り替える。 

  ④ ①②③については、長期休業中も同様とする。 

（２）１日の活動時間の制限について 

  ① 平日（授業日）は、長くとも２時間程度とする。 

  ② 朝練習は、「平日の活動日扱い」とする。また、実施する場合の活動時間は３０分 

程度とし、放課後の活動時間との合計が長くとも２時間程度になるよう留意する。 

  ③ 土曜日及び日曜日（祝日や長期休業を含む）は、３時間程度とする。 

（３）長期休業中における適切な期間の連続休養日の設定について 

  ① 各学校で定める「学校閉庁日」等を活用して連続休養日を設ける。 

  ② 可能な限り長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

（４）顧問の指導従事時間の適正化について 

     校長は、適切な休養日の設定はもちろん、複数顧問による交替制指導や、部活動指 

導員の活用等により、顧問の時間外勤務の軽減に配慮する。 

 

４ 安全管理と事故防止 

（１）校長は、各部活動の特性や活動環境、生徒の発達の段階に応じた安全な指導が行わ

れるよう、適宜、支援及び指導・是正を行う。 

（２）顧問は、生徒の健康状態の把握、活動場所や使用器具等の整備・点検を適宜行い、

生徒の安全管理と事故防止に努める。また、生徒自身が、健康管理や活動時の安全確
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認に関心をもつよう指導する。 

（３）顧問は、活動時の暑さ指数（ＷＢＧＴ）や気象条件について留意し、適切な休養や

水分補給、活動中止等の判断を行う。また、活動の中止や中断に備えて、判断基準を

明確にするとともに、保護者や医療機関への連絡体制を整えておく。 

（４）顧問は、定期的に、応急手当や心肺蘇生法、ＡＥＤの使用方法について研修を受け

ることとし、生徒にも事故発生時の行動について指導する。 

【参考】 

 

 

５ 各校における運営方針の策定等 

（１）校長は、本運営方針に則り、以下の内容を含む運営方針を策定する。 

・ 学校が目指す望ましい部活動の姿 

・ 体罰・ハラスメントの根絶について（宣言） 

・ 活動計画及び活動報告について 

・ 活動日及び休養日の基準について 

・ 平日の朝練習や、放課後の活動終了時刻について 

・ 活動場所や荷物等の管理場所について 

・ 生徒や保護者への連絡体制について 
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・ 校外で活動する場合の施設利用方法や移動方法について 

・ 生徒の健康管理について（熱中症対策を含む） 

・ 徴収金や参加費の管理と運用について 

・ その他必要な事項について 

 

（２）顧問は、年間・毎月の活動計画、毎月の活動報告（参考様式は市教委が作成する）

を作成し、校長に提出する。また、担当部活動の活動方針等を定め、年度当初や３年

生引退にともなう新体制発足時に生徒・保護者に周知し、理解・協力を促す。   

（３）校長は、上記の運営方針及び活動計画等を公表する。（学校だより、ＨＰ等） 

 

６ 学校単位で参加する大会等の見直しについて 

（１）各学校の部活動が参加する大会数の上限の目安等を以下のとおりとする。 

学校部活動が参加する大会は、中学校体育連盟及び中学校文化連盟の主催もしくは共

催する大会とする。それ以外の大会・コンクール及び地域の行事・催し等への参加に

ついては、本方針の趣旨等を踏まえ、生徒の教育上の意義や、生徒や部活動顧問の負

担が過度とならないことを考慮して、校長は参加する大会等を精査する。 

（２）校長は、上記の目安等を踏まえ、参加する大会・コンクールや地域の行事、催し等

を定める。 

 

７ 部活動指導員について 

（１）部活動の指導体制の充実を促進し、部活動を担当する教職員の負担軽減を図ること

を目的とする。 

（２）防府市が採用し、学校のニーズに合わせて配置する。 

 

８ 参考資料 

 ・学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン 

（スポーツ庁・文化庁／令和４年１２月） 

 ・山口県 学校部活動の在り方に関する方針（山口県教育委員会／令和５年２月） 

 ・運動部活動指導手引き（各中央競技団体） 


